
(57)【要約】

【課題】　パッシブマトリクス有機発光ダイオードディ

スプレイの製造方法を提供する。

【解決手段】　基板４０上において、第１導線マトリク

ス４２と、基板４０の両側縁に設けられ、第１導線マト

リクス４２に平行な一対の第１導線ブロックと、を形成

する。第１導線マトリクス４２は、複数の第１導線４２

２を含む。第１導線マトリクス４２上方に有機層４６を

形成する。有機層４６上に、複数の第２導線４８２を含

む第２導線マトリクスを形成する。第２導線マトリクス

の各第２導線４８２は、第１導線４２２に垂直である。

また、各第２導線４８２それぞれは、第１導線ブロック

に接続する。複数のレーザビームを第２導線４８２の平

行方向へ走査する。これにより、第１導線ブロックを、

部分的にエッチングして、第２導線に接続する各リード

線４４ａとして分離する。

【選択図】　　　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 板 上 に 、 互 い に 平 行 な 複 数 の 第 １ 導 線 が 含 ま れ る 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス を 形 成 す る
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 板 上 に お け る 周 縁 に 前 記 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス に 平 行 な 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク を
形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス 上 方 に 有 機 層 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 有 機 層 上 に 、 前 記 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク に 垂 直 で か つ 互 い に 平 行 な 複 数 の 第 ２ 導
線 が 含 ま れ る 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス を 、 前 記 第 ２ 導 線 が 前 記 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク に 接 続
さ れ る よ う に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 複 数 の レ ー ザ ビ ー ム を 前 記 第 ２ 導 線 に 沿 っ て 走 査 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 導 線 ブ ロ
ッ ク を 部 分 的 に エ ッ チ ン グ し て 前 記 各 第 ２ 導 線 に 接 続 さ れ た 、 そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 と し て
分 離 さ せ る ス テ ッ プ と
　 を 備 え る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 は 、 金 属 基 板 、 ガ ラ ス 基 板 ま た は プ ラ ス チ ッ ク 基 板 の 何 れ か 一 つ を 選 ん だ も の
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス
プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 プ ラ ス チ ッ ク 基 板 は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ
ー ト 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 、 ポ リ ス チ レ ン お よ び プ ラ ス チ ッ ク に 近 似 す る 材 質 の 何 れ か 一 つ
を 選 ん だ 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ
オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 導 線 の 材 質 は 、 イ ン ジ ウ ム と 錫 の 酸 化 物 、 イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 、 お よ び
金 属 の 何 れ か 一 つ を 選 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ
ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 レ ー ザ ビ ー ム の 直 径 は 、 前 記 第 ２ 導 線 の 間 隙 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 有 機 層 に 含 ま れ る 発 光 層 は 、 低 分 子 有 機 発 光 層 ま た は 高 分 子 有 機 発 光 層 の 何 れ か 一
つ を 選 ん だ も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ
イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 低 分 子 有 機 発 光 層 は 、 真 空 蒸 着 方 式 に よ り 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 高 分 子 有 機 層 は 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ま た は ス ク リ ー ン 印 刷 の 何
れ か 一 つ の 方 法 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機
発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ 導 線 は 、 カ ル シ ウ ム 、 銀 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 リ チ ウ ム 、 お よ び こ
れ ら の 複 合 金 属 材 料 の 何 れ か 一 つ を 選 ん だ 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 導 線 は 、 真 空 熱 蒸 着 ま た は 真 空 ス パ ッ タ リ ン グ の 何 れ か 一 つ か ら 選 ん だ 方 法 で
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ
ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク は 、 対 向 す る よ う に 設 け ら れ る 一 対 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク で
あ っ て 、 前 記 第 １ 導 線 マ ト リ ッ ク ス は 前 記 一 対 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク の 間 に 設 け ら れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製
造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ organic light emitting diode, OLED） 技 術 は 、 従 来 広 く 知 ら れ
て お り 、 高 い 輝 度 及 び 高 い 解 析 度 を 有 す る フ ル カ ラ ー 、 動 態 平 面 デ ィ ス プ レ イ を 可 能 に す
る 。 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 主 に 反 対 電 気 性 を も つ 両 電 極 及 び 、 こ れ ら 両 電 極 間 に 介 さ れ
る 有 機 発 光 材 か ら な り 、 自 発 光 特 性 を 有 す る の で 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に お い て 必 要 と さ れ
る 背 面 光 源 、 拡 散 板 、 分 極 板 等 の 部 材 が 必 要 と さ れ な い 。 し た が っ て 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー
ド 技 術 は 、 軽 薄 で か つ 小 型 で あ る 多 様 な 種 類 の デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 、 そ の 発 光 効 率 が 高 く 熱 変 換 効 率 が 低 い の で 、 電 子 部 品 へ の 熱
干 渉 及 び 電 気 干 渉 を 低 く す る こ と が で き る 。 こ れ ら 特 徴 に よ り 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ
ス プ レ イ は 、 よ り 注 目 さ れ る 方 式 で 多 く の 情 報 を 伝 送 す る こ と が で き 、 重 量 が 軽 く 、 さ ら
に は 必 要 な 空 間 も 小 さ く て 済 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 基 本 構 造 は 、 陰 極 電 極 、 陽 極 電 極 及 び 両 電 極 間 に 介 在 す る 有 機 層
積 層 構 造 を 含 む 。 こ の 有 機 層 積 層 構 造 は 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 、 電 子 輸 送 層 お
よ び 電 子 注 入 層 を 含 む 。 こ れ ら 陽 極 電 極 と 陰 極 電 極 の 間 に 、 電 圧 が 適 宜 （ 例 え ば ２ ～ １ ０
Ｖ ） 印 加 さ れ る と 、 陽 極 電 極 は 正 孔 を 射 出 し 、 こ の 正 孔 は 正 孔 注 入 層 と 正 孔 輸 送 層 を 通 っ
て 発 光 層 に 届 き 、 陰 極 電 極 は 電 子 を 射 出 し 、 こ の 電 子 は 電 子 注 入 層 お よ び 電 子 輸 送 層 を 通
っ て 発 光 層 ま で 至 り 、 発 光 層 に お い て 正 孔 と 電 子 と は 結 合 し て 発 光 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ は 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ
レ イ (passive-matrix OLED display)お よ び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ
ィ ス プ レ イ (active-matrix OLED display)の 両 形 式 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 周 知 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ (passive-matrix 
organic light emitting diode display)１ ０ の 立 体 斜 面 図 で あ る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ １
０ に お い て 、 透 光 基 板 １ １ 上 に 、 複 数 の 平 行 に 配 列 さ れ た 透 明 陽 極 １ ２ が 形 成 さ れ る 。 透
明 陽 極 １ ２ 上 に は 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び 電 子 輸 送 層 と し て 提 供 さ れ る 有 機 層 １ ３ 、
１ ４ お よ び １ ５ が 、 こ の 順 序 で 形 成 さ れ る 。 有 機 層 １ ５ 上 に は 、 複 数 の 平 行 に 配 列 し た 陰
極 電 極 １ ６ が 形 成 さ れ る 。 陰 極 電 極 １ ６ は 透 明 陽 極 １ ２ に 垂 直 し 、 両 重 ね 部 に 位 置 し た 各
部 の 有 機 層 が ピ ク セ ル と し て 定 義 さ れ る 。 ト ッ プ カ バ ー １ ８ は 陰 極 電 極 １ ６ の 上 方 を 覆 い
、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ １ ０ の 内 部 部 材 を 保 護 す る 。 透 明
陽 極 １ ２ と 陰 極 電 極 １ ６ そ れ ぞ れ の 駆 動 回 路 に よ っ て 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に デ ー タ が 提
供 さ れ 、 透 明 陽 極 １ ２ と 陰 極 電 極 １ ６ と の 間 に 電 圧 が 適 宜 印 加 さ れ 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル
に 動 画 や 文 字 等 が 表 示 さ れ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ １ ５ ３ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 陰 極 電 極 １ ６ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 蒸 着 に よ り 、 各 金 属 ワ イ ヤ が そ れ ぞ れ

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-260965 A 2006.9.28



基 板 １ １ 両 側 に 予 設 さ れ た リ ー ド 線 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て 製 造 さ れ る こ と が 考 え ら れ
る 。 こ の よ う な 方 法 に お い て は 、 蒸 着 さ れ る と き 金 属 マ ス ク ２ ０ が 使 用 さ れ 、 金 属 ワ イ ヤ
の 図 案 が 定 め ら れ る 。 す な わ ち 、 金 属 ワ イ ヤ が 蒸 着 さ れ る 前 、 電 荷 結 合 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） ア
ラ イ メ ン ト シ ス テ ム ２ １ お よ び ア ラ イ メ ン ト マ ー ク １ １ ａ 、 ２ ０ ａ が 使 用 さ れ 、 金 属 マ ス
ク ２ ０ は 基 板 １ １ に 位 置 合 わ せ さ れ 、 こ れ に よ り 金 属 ワ イ ヤ は 基 板 １ １ の 両 側 辺 そ れ ぞ れ
に 予 設 さ れ た リ ー ド 線 上 に 跨 る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 こ の 方 法 に よ れ ば 、 Ｃ Ｃ Ｄ ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム ２ １ 自 身 が 誤 差 を 有 す る と と
も に 、 金 属 マ ス ク ２ ０ は 基 板 １ １ に 対 し て 所 定 距 離 離 れ て 設 け ら れ る 。 し た が っ て 、 金 属
ワ イ ヤ が 蒸 着 さ れ る と き 誤 差 が 生 じ る 。 こ の 誤 差 に よ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 金 属 ワ イ ヤ
（ す な わ ち 陰 極 電 極 ） １ ６ は 、 基 板 １ １ に 予 設 さ れ た 隣 接 す る リ ー ド 線 １ １ ｂ 上 に 跨 る 場
合 が あ り 、 パ ネ ル の 製 造 効 率 を 低 下 さ せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 改 良 さ れ た パ ッ シ
ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 電 極 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 は 、 有 機
層 上 に 一 方 の 電 極 マ ト リ ク ス を ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム を 使 わ ず に 形 成 し た 後 、 多 数 の 高 エ
ネ ル ギ ー 電 気 射 出 ビ ー ム を 用 い て 基 板 側 縁 に 予 設 し た 導 線 ブ ロ ッ ク を 分 け 、 上 記 電 極 マ ト
リ ク ス に 接 続 さ れ る 電 極 リ ー ド 線 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 極 マ ト リ ク ス を 製 造 す る 際 に 生 じ る 誤 差 を 低 減 さ せ 、 デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル の 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム お よ び ア ラ イ メ ン ト マ ー ク を 使 わ ず に 電 極 マ ト
リ ク ス を 製 造 す る こ と が で き る の で 、 電 極 マ ト リ ク ス の 製 造 工 程 が 簡 略 化 さ れ 製 造 時 間 を
短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 製 造 方 法 は 、 詳 述
す る と 、 基 板 を 提 供 す る ス テ ッ プ と 、 基 板 上 に 、 互 い に 平 行 な 複 数 の 第 １ 導 線 が 含 ま れ る
第 １ 導 線 マ ト リ ク ス を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 基 板 上 に お け る 周 縁 に 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス に
平 行 な 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス 上 方 に 有 機 層
を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 有 機 層 上 に 、 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク に 垂 直 で 、 か つ 互 い に 平 行
な 複 数 の 第 ２ 導 線 が 含 ま れ る 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス を 、 第 ２ 導 線 が 複 数 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク
に 接 続 さ れ る よ う に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 複 数 の レ ー ザ ビ ー ム を 第 ２ 導 線 に 沿 っ て 走 査 す
る こ と に よ っ て 、 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク を 部 分 的 に エ ッ チ ン グ し て 各 第 ２ 導 線 に 接 続 さ れ た 、
そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 と し て 分 離 さ せ る ス テ ッ プ と を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 電 極 マ ト リ ク ス の 製 造 工 程 に ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム を 使 わ ず に 、 電 極 マ ト リ ク
ス を 基 板 に 形 成 し た 後 、 こ の 電 極 マ ト リ ク ス の リ ー ド 線 を 、 多 数 の 高 エ ネ ル ギ ー レ ー ザ ビ
ー ム を 使 用 し て 形 成 し て い る 。 し た が っ て 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ
ス プ レ イ の 製 造 効 率 は 向 上 さ れ 、 製 造 プ ロ セ ス を 簡 略 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 陰 極 電 極 マ ト リ ク ス の 製 造 は 、
通 常 、 金 属 蒸 着 方 法 が 採 用 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 金 属 マ ス ク を 基 板 に 位 置 決 め
さ せ る の に ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム を 使 わ ず に 、 金 属 ワ イ ヤ を 蒸 着 し た 後 、 多 数 の 平 行 し た
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高 エ ネ ル ギ ー レ ー ザ ビ ー ム を 使 用 し て 基 板 両 側 辺 に 予 設 し た 陰 極 リ ー ド 線 を 分 離 さ せ 、 陰
極 電 極 マ ト リ ク ス の 製 造 を 完 成 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 図 面 を 用 い て 詳 し く 説 明 す る 。 図 ４ ～ 図 ７
は 、 本 実 施 形 態 の 各 製 造 プ ロ セ ス 段 階 に お い て 製 造 さ れ た 構 造 を 示 す 平 面 見 取 図 で あ る 。
図 ４ に 示 す よ う に 、 ま ず 略 正 方 形 を 呈 す る 基 板 ４ ０ が 提 供 さ れ 、 基 板 ４ ０ 上 に 第 １ 導 線 マ
ト リ ク ス ４ ２ お よ び 一 対 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ は
、 互 い に 平 行 に 延 び る 矩 形 を 呈 し 、 基 板 ４ ０ の 対 向 す る 両 側 縁 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。 第
１ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ２ は 、 こ れ ら 一 対 の 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ の 間 に 、 こ れ ら ブ ロ ッ ク に
平 行 に 設 け ら れ る 。 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ は 後 に 形 成 さ れ る 陰 極 電 極 マ ト リ ク ス の 各 第 ２
導 線 が 接 続 さ れ る リ ー ド 線 と な る 。 な お 、 該 リ ー ド 線 に よ り 各 陰 極 電 極 を 駆 動 回 路 に 接 続
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 基 板 は 金 属 基 板 、 ガ ラ ス 基 板 ま た は プ ラ ス チ ッ ク 基 板 の 何 れ で
も 良 い 。 そ し て プ ラ ス チ ッ ク 基 板 は 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ
カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 塩 、 ポ リ ス チ レ ン 、 お よ び プ ラ ス チ ッ ク に 近 似 す る 材 質 の
一 つ か ら 選 択 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ２ は 第 １ 電 極 マ ト リ ク ス 、
例 え ば 陽 極 電 極 マ ト リ ク ス と し て 供 さ れ 、 複 数 の 互 い に 平 行 な 第 １ 導 線 ４ ２ ２ が 含 ま れ る
。 第 １ 導 線 ４ ２ ２ そ れ ぞ れ は 、 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ が 延 び る 方 向 に 平 行 に 延 び る 。 第 １
導 線 ４ ２ ２ は 、 イ ン ジ ウ ム と 錫 の 酸 化 物 (ITO)、 イ ン ジ ウ ム と 亜 鉛 の 酸 化 物 (IZO)、 ま た は
金 属 の 何 れ か か ら 選 択 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ２ の 上 方 に 有 機 層 ４ ６ が 形 成 さ れ る 。
有 機 層 ４ ６ は 多 数 積 層 構 造 で 、 基 板 ４ ０ か ら 上 方 向 へ 順 に 積 層 さ れ る 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸
送 層 、 発 光 層 、 電 子 輸 送 層 お よ び 電 子 注 入 層 を 含 む 。 有 機 層 ４ ６ は 低 分 子 有 機 層 で あ っ て
、 例 え ば 真 空 蒸 着 方 式 で 被 膜 が 蒸 着 さ れ る 。 ま た 、 有 機 層 ４ ６ は 高 分 子 有 機 層 で あ っ て も
良 く 、 こ の 場 合 、 例 え ば ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ま た は ス ク リ ー ン 印 刷 な ど
の 方 式 で 塗 膜 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス 、 例 え ば 陰 極 電 極 マ ト リ ク ス と し て 、 有
機 層 ４ ６ 上 に 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ８ が 形 成 さ れ る 。 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ８ は 、 複 数 の
互 い に 平 行 な 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ を 含 み 、 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ は 、 第 １ 導 線 ４ ２ ２ そ れ ぞ れ に 垂
直 で あ る 。 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ の 両 端 部 は 、 一 対 の 対 向 す る 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ そ れ ぞ れ
に 接 続 さ れ る 。 各 第 １ 導 線 ４ ２ ２ は 陽 極 電 極 で あ る と と も に 、 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ は 陰 極 電
極 で あ る 。 そ し て 第 １ 導 線 ４ ２ ２ と 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ と が 交 叉 す る 位 置 そ れ ぞ れ に お い て 、
第 １ 導 線 ４ ２ ２ お よ び 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ の 間 に 積 層 さ れ る 有 機 層 の 各 部 分 は 、 ピ ク セ ル ユ ニ
ッ ト ４ ０ ０ を 構 成 す る 。 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ の 材 質 は カ ル シ ウ ム （ Ca） 、 銀 (Ag)、 マ グ ネ シ ウ
ム (Mg)、 ア ル ミ ニ ウ ム (Al)、 リ チ ウ ム (Li)、 ま た は こ れ ら の 複 合 金 属 材 料 、 ま た は そ の 他
の 低 仕 事 関 数 の 金 属 材 料 で あ る 。 な お 、 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ８ は 、 例 え ば 真 空 熱 蒸 着 あ
る い は 真 空 ス パ ッ タ リ ン グ 方 式 で 形 成 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス ４ ８ が 形 成 さ れ る と 、 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ は 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ に
接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 次 に 互 い に 平 行 し た 複 数 の 高 エ ネ ル ギ ー の レ ー ザ ビ ー ム を
第 ２ 導 線 ４ ８ ２ の 延 び る 方 向 へ 走 査 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ を 部 分 的 に
エ ッ チ ン グ す る と 、 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク ４ ４ は 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ に 接 続 さ れ た そ れ ぞ れ の リ
ー ド 線 ４ ４ ａ と し て 分 離 さ れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。 レ ー ザ ビ ー ム の 操 作 方 法 と し て は 、 第 １ 導
線 ブ ロ ッ ク ４ ４ 上 を 走 査 す る 時 の み 照 射 し 、 有 機 層 上 を 走 査 す る 時 は 、 シ ャ ッ タ ー 等 で 遮
断 す る 。 各 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ は 、 そ れ ぞ れ の リ ー ド 線 ４ ４ ａ に よ り 駆 動 回 路 に 接 続 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 第 ２ 電 極 マ ト リ ク ス （ 陰 極 電 極 マ ト リ ク ス ） の 製 造 が 完 成 す る 。 な お 、 こ の
工 程 に お い て 、 各 レ ー ザ ビ ー ム の 直 径 は 隣 接 す る 第 ２ 導 線 ４ ８ ２ の 間 隙 よ り 小 さ い も の を
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使 用 す る こ と が 好 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム を 使 用 せ ず に 、 陰 極 電 極 マ
ト リ ク ス を 基 板 に 形 成 し た 後 、 多 く の 高 エ ネ ル ギ ー レ ー ザ ビ ー ム を 使 用 し て 基 板 側 縁 に 予
設 さ れ た 陰 極 リ ー ド 線 を 分 離 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 発 光 ダ イ オ ー ド デ
ィ ス プ レ イ の 製 造 効 率 は 向 上 さ れ 、 製 造 工 程 を 簡 略 化 す る と 同 時 に 製 造 工 程 の 時 間 も 短 縮
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 説 明 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 制
限 す る も の で は な い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス を 陽 極 電 極 、 第 ２ 導 線 マ
ト リ ク ス を 陰 極 電 極 と し て 説 明 し た が 、 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス を 陰 極 電 極 、 第 ２ 導 線 マ ト リ
ク ス を 陽 極 電 極 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 従 来 の パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ の 立 体 斜 面 図 を 示 す
。
【 図 ２ 】 ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム の 基 板 と 金 属 マ ス ク の 立 体 見 取 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム を 用 い て 金 属 ワ イ ヤ が 形 成 さ れ た と き の 基 板 の 見 取 図 で 、
金 属 ワ イ ヤ が 隣 接 し た 両 リ ー ド 線 上 に 跨 る こ と を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 の 一 部 を 示 す 平 面 見 取 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 の 一 部 を 示 す 平 面 見 取 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 の 一 部 を 示 す 平 面 見 取 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 の 一 部 を 示 す 平 面 見 取 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ０ 　 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド デ ィ ス プ レ イ
　 １ １ 　 透 光 基 板
　 １ １ ａ 　 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク
　 １ １ ｂ 　 リ ー ド 線
　 １ ２ 　 透 明 陽 極
　 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ 　 有 機 層
　 １ ６ 　 陰 極 電 極 （ 金 属 ワ イ ヤ ）
　 １ ８ 　 ト ッ プ カ バ ー
　 ２ ０ 　 金 属 マ ス ク
　 ２ ０ ａ 　 ア ラ イ メ ン ト マ ー ク
　 ２ １ 　 電 荷 結 合 素 子 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム
　 ４ ０ 　 基 板
　 ４ ２ 　 第 １ 導 線 マ ト リ ク ス
　 ４ ４ 　 第 １ 導 線 ブ ロ ッ ク
　 ４ ６ 　 有 機 層
　 ４ ８ 　 第 ２ 導 線 マ ト リ ク ス
　 ４ ０ ０ 　 ピ ク セ ル ユ ニ ッ ト
　 ４ ２ ２ 　 第 １ 導 線
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上扫描多个激光束。 结果，第一导体块被部分蚀刻并分离成连接到第二
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